
令和６年第６回玉野市教育委員会 会議録 

   

Ⅰ 期 日   

 令和６年４月23日（火）   

   

Ⅱ 会議時間   

 開会時間：14時00分   

 閉会時間：16時25分   

   

Ⅲ 出席委員   

 教育長 多田 一也 教育長職務代理者 二宮 崇  

 委員  三宅 英次 委員  横山 純子  

 委員  小野 文子   

   

Ⅳ 欠席委員   

    

   

Ⅴ 説明のため出席した職員   

 教育次長 小﨑 隆   

 教育総務課長 琵琶 学 学校教育課長 的場 佳代  

 就学前教育課長 片山 琢巳 社会教育課長 寳藏 光辰  

    

  （書記）清山 智保   

   

Ⅵ 会議内容   

 １ 開  会   

  

 

 ２ 前回会議録の承認 

（１）令和６年第５回教育委員会会議（令和６年４月４日）の議決事項等について 

   教育長の報告：年度当初あいさつ 

   議 事：玉野市スポーツ推進委員の委嘱について 

   協 議：令和６年度 教育委員による学校等視察の実施について 他１件 

   報 告：なし 

（承認） 
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 ３ 教育長の報告   

 （多田教育長）  宇野清港会から小学校１年生に鉛筆を寄贈いただいた。 

         玉野市労働組合協議会から玉認定こども園にメッシュテントを寄贈い

ただいた。 

  

 

 ４ 議  事 

（１）議案第13号 玉野市地域学校協働活動推進員設置要綱の一部改正について 

 （社会教育課長） 資料により説明 

          推進員の配置を１名から複数名（１名以上）の配置とするための改

正である。 

 

（２）議案第14号 玉野市地域学校協働活動推進員の委嘱について 

 （社会教育課長） 資料により説明 

 

（３）議案第15号 玉野市公民館運営審議会委員の委嘱について 

 （社会教育課長） 資料により説明 

（原案どおり可決） 

  

 

 ５ 協  議 

（１）令和６年度 教育委員による学校等視察の実施について 

 （教育総務課長） 資料により説明 

          教育委員会の定例日が水曜日であるが、日程については前後するこ

とがある。 

 （三宅委員）   かなり数が減っているが大丈夫か 

 （教育総務課長） 考え方はいろいろあると思うが、じっくり見てもらい、給食を食べ

てもらうためにはこのくらいの数になる。 

 （三宅委員）   幼稚園や保育園等はいかないのか。 

 （教育総務課長） 全て行くと、回数が増えたり、行程がハードになる。幼稚園や保育

園については、また次年度以降に見てもらいたい。 

 （三宅委員）   目的としている教育施策に反映させるという部分が大切である。す

ぐには改善されなくても少しずつ実績を重ねていくことが大事だ。 

 （教育総務課長） そのとおりである。じっくり時間をかけて見てもらう中で、施策に

反映させるための意見を言ってもらいたい。 

 （二宮委員）   前回も話をしたが、学校や園側から困っていることなどや見てもら

いたいというところもあると思う。いいところばかりでなく、現場
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で困っている部分についても視察することにも意味がある。要望が

あれば、そういうところも取り入れてもらいたい。 

 （横山委員）   懇談会とは別になるのか。 

 （教育総務課長） 懇談会とは別になる。懇談会はまた後日お示しする。 

 

（２）玉野市立学校適正規模・適正配置計画（粗案）について 

   非公開事項のため、会議録は公表しない。 

 

（３）令和６年度玉野市教育行政重点施策（第１稿）について 

 （各課長）    資料により説明 

 （三宅委員）   ｐ4：政策②「１ 玉野市立学校適正規模化計画策定事業」の内容

がまだ諮問しているように読み取れるため、「検討委員会の答申に

基づき」という表現の方がよい。 

 （横山委員）   ｐ11：指標のうち、ＩＣＴを活用した授業を日常的に行っている教

員の割合はどのように把握するのか。 

 （教育総務課長） 教員へのアンケートにより把握している。 

 （小野委員）   要望になるが、ｐ８：教育支援体制整備事業の中で園小連携の取組

の推進とある。小学校での学力の向上を考えたときに保育園・幼稚

園での取組が大切だと思う。幼児期の終了までに育ってほしい10の

姿を先生にも相当に意識してもらいながら、子どもと関わることは

もちろんであるが、例えば発表会などがあるときに保護者に対して

も説明するようにしたら、保護者の気づき、意識が芽生え、次に小

学校にあがったときにも学校の先生が子どもたちに生きる力をどの

ように教えてくれているのかということの気づきにつながると思っ

ている。学力の底上げということを考えていくのであれば、１時間

以上勉強する子どもが少ない県が学力が低いという結果があったと

思う。児童生徒が学校以外で過ごすところはどこかということを考

えると放課後児童クラブやおさらい会にも力を入れて子どもの居場

所を意識した仕掛けづくりができればいいのではないかと思う。Ｉ

ＣＴを活用した授業が進められているが、教員の勤務の負担を減ら

すことやＩＣＴを活かして効率的に学ぶということが最終的な目標

であるが、時間が減っても最終的には同じ効果が得られるというこ

とを強調しながらしっかり進めていってもらいたい。 

 （三宅委員）   ｐ21：体育施設の利用者数の指標が令和５年度の実績値が目標値を

超えているがそれはよいのか。 

 （社会教育課長） 令和８年度の目標値は、総合計画の目標値である。総合計画を策定

したときがコロナ禍であったこともあり、目標値を低く見積もって
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しまったところもある。今後も目標値を維持するということでこの

ような表現にさせてもらっている。 

  

 

 ６ 報  告 

（１）令和６年３月定例市議会一般質問概要について 

 （教育次長）   資料により説明 

 

（２）玉野市内高等学校における令和６年度入学者選抜実施状況について 

 （学校教育課長） 資料により説明 

 

（３）玉野備南高等学校の教育課程について 

   非公開事項のため、会議録は公表しない。 

  

 

 次回、教育委員会定例会は令和６年５月22日（水）14：00から開催するので参集願う。

以上で、令和６年第６回教育委員会を閉会する。 

  

 

 

 

 

 

 

会議録調整者 書記 清山 智保 

会議録署名委員 教育長 多田 一也 

 教育長職務代理者 二宮  崇 

 

 

4


